11/6の講義に関する質問と回答

－質問はできるだけ授業中か授業後に直接どうぞ。

＊生物はなんなのだろうか

　なんなのでしょうねえ。ぼくはよくわからないです。

＊人工ダイヤモンドはどのようにしてつくるのですか？

　高温高圧の条件を油圧でつくり出し、その中でゆっくりダイヤモンドを結晶化させてつくるようです。

＊深海の水って冷たいのですか？

　だいたい２℃くらいで一定です。海水の密度が最大になる温度がそのくらいですので。海洋は温度による成層構造をつくっていて、深海にはいちばん密度の大きい水がたまっていることになります。だから、表層と深層の海水がなかなか混合しません。水風呂のようなもので、太陽に温められて表面は暖かいけれども、底は冷えているわけです。

＊人間の中にも結晶ができるというのは、なにか人間自体に影響を与えているのですか？

　骨などでいうと、別に結晶ができるのは不思議なことではなく、無機物を貯蔵しようと思うと特殊なことがない限り必ず結晶になるということです。人間に与える影響ですが、歯や骨の硬さを結晶がつくっていて、我々の身体を支えていると思うと、影響があるんじゃないですかね？

＊地球上で最も珍しい鉱物は何ですか？

　難しいですね。隕石でごくまれに落ちてくる月の鉱物が特殊で珍しいかもしれません。アーマルコライトとか、チタンの多い鉱物、酸素の少ない鉱物ですかね。超高圧でできる鉱物は地下にはたくさんあるかもしれないし。希元素鉱物もあるところにはたくさんあるし。

＊藍晶石どうしはふれるとキンッという高い音がしたが、紅柱石はそんな音がしなかったのは、結晶構造が違うからですか？

　確かにそうなのですが、音の問題は紅柱石の一部が雲母に変化しているのも原因としてあるので、それだけではないですね。標本の状態の差も大きいと思います。藍晶石は方向によって硬度が違うので面白い鉱物です。

＊化学組成が同じで結晶構造が違う同質異像と、同位体（同素体？）は違うことなのか？

　同素体というのは、元素の単体で結晶構造が異なるもので、意味としては同質異像と同じです。同位体は、元素の原子核の重さの違いで、化学的性質は同じ元素だけれども、原子核の中性子の数の違いで重さの違いが生じて、物理的には少し挙動の異なる原子のことです。ウラン238とウラン235で、核分裂できるのは235だけ、とか、そういう性質の違いもありますよね。

＊オパールは６月だったはずです。

　ありがとう。勉強します。

＊海の生物は予測で何種類ぐらいいると考えられているのですか？

　ちょっと調べると1000万種くらいと書いてあるけれど、もっとありそうですね。

＊結晶構造の配列の違いはどこから生まれるのですか？圧力の違いですか？

　そういう場合もありますが、ある温度や圧力、材料の条件で、どんな結晶ができるかは、原子どうしの性質でだいたい決まってしまうようです。そういうものだとしか言いようがありません。

＊身体が透けている点でクラゲとクリオネは似たような種類ですか？
　クラゲは刺胞動物、クリオネはハダカカメガイという巻貝の一種で、だいぶ違います。透けている生物は多くて、別に特定の分類群に限られるわけではありません。
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